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1 事業の成果

令和 4(2022年 )は、ベ トナムの新型コロナウイルス感染症 (COVID‐19)の状況が落ち着き、2年 8ヶ

月ぶりに渡航が叶い、現地での対面活動を再開した。ベ トナム中部における小児がん治療向上プログラ
ムの一環として取り組んでいる、フエ中央病院ならびにベ トナム小児がん拠点病院小児血液腫瘍医師・

看護師向け専門研修・学術集会 0人材交流も、リアル ーオンラインのハイブリッド形式で開催すること

ができた。小児がん早期発見・診断・治療のためのアウトリーチとして、貧困地域での保育園検診・ス

クリーニングも再開することができた。フエ医科薬科大学医学生ボランティア団体による小児がん病棟

での活動に対しても、コミュニケーションを密にとり、心のこもつた小児がん患児のケア支援に努めた。

対面活動においては、入院中の小児がん患児・家族ならびに治療を終えた小児がん経験者・家族との

面談、そして小児がんで子どもを亡くされた遺族へのグリーフケアを通して、丁寧なつながりを築き、

継続的なフォローアップも実施した。
コロナ禍で培ったオンラインツール・スキルによつて、引き続き国内外のステークホルダーと積極的

に連携をとり、既存のプロジェクト遂行ならびに新規の事業協カヘも力を注いだ。ACCLはファシリテ

ーターとして、現地の医療従事者によるイニシアティブを促進し、人材育成ならびに教育機会を幅広く

提供し、事業の効果的な展開を図った。それにより、一医療施設のみならず、ベ トナム全土ならびに諸

外国における小児がんステークホルダーのチームワーク・協働強化につながった。

さらに、一人でも多くの小児がん患児の救済につながるよう、国内外の団体等がベ トナムでの小児が

ん関連プロジェクトを実施するにあたり、ACCLが仲介し、情報共有、相談・意見交換を重ねた。その

結果、ベ トナムの小児がん医療に様々な機会が提供され、ベ トナムにおける小児がん医療の自立的発展

に貢献できた。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【5,854】 千円)

定歌に記載
された
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従事者
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対象者
範囲

受益
対象者
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事業費
(千円)

医療福祉支援
事業

ベ トナムにおける小児が
んプロジェクト :

発表
③ ベ トナム腫瘍学会

2022:小児がんなら

【ベ トナム中部。フエ】
① フエ中央病院との連

携による小児がん治
療・ケアの向上強化、
小児造血幹細胞移植
のための治療ならび
に業務環境整備

② フエ中央病院におけ
る小児造血幹細胞移
植報告会への参加・

び
ヨ

カロ
④ ア

に小児看護セッシ
ン共催・協力・参
。発表
メリカの医師によ

年間を通
して :

現場との
連絡調整・

協議・面
談。会合 (イ

ンタ琳ット、無
料通話アフ

°

り等活用)

ベ トナム
での活動 :

1)20224F:
8月 17日
～9月 1日
(ホ
ーチミン・フ

エ)

2)2023年
3月 19日
～29日 (フ

法人事務
所。オンライン
通信 (東
京都)

ベ トナム
(フエ、 ホーチ
ミン、夕

゛
ナン)

4名 ・フエ中央
病院小児が
ん入院患
児。家族

・フエ中央
病院・フエ医
科薬科大学
医療従事
者。研修医

。ベ トナム

国内小児が
ん拠点病院
の血液腫瘍
関連医師・

看護師

。フエ医科
薬科大学医

・80～ 100

名/日

入院患児
とその家
族
・80名

・100名

・50名
(主要メ

3,369



る症例検討ならびに
専門能力開発 ワーク
シ ョップ開催協力

⑤ ベ トナム小児学会学
術集会への医師参加
支援:2名 (ハ ノイに
て )

⑥ 小児がん患児・家族
への医療。社会福祉
的支援

⑦ 小児がん患児家族に
よるテ ト旧正月のお
祝い。医療従事者と
の交流会開催協力

③ 小児がん経験者。家
族との面談・フォロ
ーアップ。支援、医学
生ボランティアグル
ープ協力による交流
会開催

⑨ 小児がん患児遺族ヘ
のグリーフケア・支
援

⑩ フエ医科薬科大学医
学生ボランティアグ
ループによる小児が
ん患児ケア活動への
協力 (国際子どもの
日、中秋フェスティ
バル、テ ト旧正月の
イベント開催支援な
らびに小児がん患児
支援を含む)

⑪ フエ医科薬科大学幹
部との小児血液腫瘍
フェローシッププロ
グラムについての協
議ならびに連絡調整
(ア メリカの医師と
同行)

⑫ トゥアティエンフエ

省保健局幹部との面
談、省内の医療・保健
事情・課題等につい
ての意見交換、連携
協議

⑬ フエ中央病院臨床医
学ジャーナル編集委
員に就任(2023年 1

月より)

⑭ アメリカの医学生に
よる小児がんアセス
メント調査準備への
協力

【ベ トナム中部。ダナン】
① ダナンがん病院視

察、幹部との面談、
小児がんならびに移
植担当医師・看護師
との協議、ニーズア
セスメント実施

②  オンライン孝女扉罫増縫ど≧́ σヽ)

工・夕
｀
ナン) 字生ホフン

テ イア

。日本なら
びに諸外国
の小児がん
関連エキス
パ‐―ト

ンバ ー )

多数



参刀口な ら
進

③ ダナン在住小児がん
経験者。家族との面
談
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察
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と
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ベ
ン
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ミ
①
　
　
　
　
　
　
②
③

【ベ トナム北部・ハノイ】
① ベ トナム国立小児病

院、中央血液学輸血
研究所、ビンメック
国際病院における小
児がん症例のコンサ
ルテーション

② オンライン教育機会提供
ならびに連携強化

【
①

ベ トナム
ベ トナム の小児
が

らび のエキ
X.rt* した

源共有、
のための「ベ ト ム

小児造血幹細胞移植
&細胞療法タスクフ
ォース」の運営コー
ディネー ト(毎月の
Webinar開 催を含
む)

② 小児がん会合 St。

Jude―VIVA Fortun(t/
ンガポール)への参
加支援 :ハノイ医師
1名、フエ医師 1名 )

③ アメリカの薬剤師に
よるQIプロジェク
ト(ベ トナムにおけ
る化学療法薬の安全
な取り扱いの改善)

への協力
④ 協力関係機関・団体

との協議、腫瘍検討
会、ベ トナム血液腫
瘍フェローシッププ
ログラム、組織球症
タスクフォース、ベ
トナム小児がん看護



教育コース等への協
力・参加

*継続活動 :

1)医療支援
・ 小児がん治療実践・

方針の指導ならびに
7*v-7v7
感染症予防の指導
移植ユニットの整備
医療従事者から患
児・家族への院内教
育プログラムの協力
関連部署・機関との
会談・交渉

2)社会福祉支援
・ ベ トナム中部小児が

ん家族の会自立運営
支援、患児家族への
教育 (感染予防対策
等)、 情報提供、意見
交換、課題解決の促
進、親睦会開催

・ 入院中の患児。家族
への医学生ボランテ
ィアによる院内活動
協力
医療相談・症例検討
日本ならびに諸外国
(ア メリカ、シンガポ
ール等)の医師によ
るセカンドオピニオ
ン、コンサルテーシ
ョン

国際機関との連携 :

WHO(世界国際機関)、

UICC(国際対がん連
合)、 SIOP(国際小児
がん1弓

=イ

築|)、 CCI (だヽ

児がんインターナシ
ョナル)と の協働プ
ロジェクトのフォロ
ーアップ
事業アセスメント・
協議

自立支援事業
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院
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活
　
① ①

2022年
8月 25日・
26日

①
ベ トナム
フエ中央
病院

①
4名

①
べトナム国内
(ハノイ。フエ・夕

゛

ナン・ホーチミン)

加
Ю
小

参
駅
内

△
言
銘利
　
ヽ

①
学
者
名

2,204



Conference―
Pediatrlc Sesslon、
Nursing Session)共
催。発表

② ベ トナム中部。トゥ
アティエンフエ省内
貧困地域の保育園検
診・小児がん啓発ア
ウトリーチ

③ フエ中央病院小児セ
ンター小児がん病棟
にて :治療、感染予
防対策、療養生活の
改善のための環境整
備

④ フエ医科薬科大学医
学生ボランティア団
体による活動協力
*団体名 :「 Blouse
Xanh (夢さ言吾И乙 :Blue
Blouse) 」

(〔:)2022年
12月 8-9
日、 12月
22-23日

③通年

④通年

② フンチャー

|二、クアンテ
゛

ィエン区

③
ベ トナム
フエ

④
ベ トナム
フエ

②
12名

③
2名

④
350名
担当主
要メンバ
―:50

名

小児がん拠
点病院なら
びに中部省
病院医師・
看護師
②
保育園4ヶ
所

③
フエ中央病院
′jヽり尼センターガヽ
児がん病棟
医師・看護
師・入院患
児。家族
④
医学生ホ

゛
ラン

ティア、′Jヽ児が
ん患児・家
族

児医帥。

看護セッショ
ン参加者
180名
(海外か
らのエクス
ハ
°―卜:日
本・アメリカ。

シンカ
゛
ホ
°―

ル・オーストラリ
ア)

②
園児数
1,229名
③
スタッフ30

名、小児
がん病棟
入院患
児。家族
80～ 100

名/日

④
医学生ホ

゛

ランティア
350名 、
小児がん
患児・家
族 80～
100名 /
日

啓発活動・
情報提供事業

・ 小児がんの正 しい理
解 と支援のための啓
発ならびにアジア途
上国における治療の
現状や課題の情報共
有。発信

・ 会員および支援者ヘ
の報告ならびに活動
の案内、支援のお願い
をウェブサイ トやニ
ュース レターならび
に投稿 した書物・新聞
記事等を通して周知

① ウェブサイ ト
(http://m accl.jp)
ホームページを通し
ての啓発・情報発信

②lニュースレター

『 Harmony(ハ ーモニ
ー)』 の発行 (会員な
らびに支援者・協力
者向け年 2回 )

③  「国際小児がんの
日」(2月 15日 )′」ヽ
児がんに対する正し
い理解・早期発見・早
期治療の啓発

④ ACCL広報 :キ ャラク
ター「バブール l(イ

年 間 を通
して

法人事務
所

4名 会員。支援
者・協力者

小児がん患
児・家族。経
験者、会員
および医
療・福祉・保
健・教育関
係者ならび
に一般市
民・企業

ニュースレター

配布数 :

300通

不特定多
数

59



ラス トレーター・:ム
ライ タケシ様 ご協
力)、 小児がんのシン
ボル 「ゴール ドリボ
ン」とともに、小児
がんの啓発ならびに
ACCLの 活動につい
て広報

コサ
゛
ィ粁卜0

コンサルテーション
事業

(A)国内事業
① ベ トナムにおける小

児がん症例について
日本国内の医師へ相
談仲介

② 在日アジア人小児が
ん患児。家族療養相
談

③ 在日アジア人小児が
ん患児・遺族 :グ リー
フケアフォロ一ヽアッ
プ

④ 小児がん関連団体ヘ
のプロジェクトの運
営、企画、イベント
ならびに国際学会参

⑤

加者講演等への助
言。指導
学生ならびに小児が
ん。国際協力。ボラン
ティア関連団体から
の問い合わせや相談
等への対応

(B)海外事業
① CCI(価 1山耐臨ぽ

I威剛t血1)と の連携、ア
ジアコミティーのメ
ンバーとして運営協
力ならびにワーキン
ググループヘの参加

② ⅧO―WRO&Sto Jude
連絡協議会ベ トナム
チーム委員としての
協力

③ 小児造血幹細胞移植
タスクフォ一ヽスに係
るアジアでの協力・
連携

④  WCC(椰o■ld Child Camer)―イ
キ
゛
リス。ロント

゛
ン投L点σ)′」ヽ

児がん支援団体によ
るベ トナムプロジェ
クトヘのアドバィス
ならびに現地とのコ
ーディネー ト

⑤ 海外助成金プロジェ
クトのフォローアッ
プならびに新規申請
協力 :ベ トナム
The町 働1ld htterS hOJ∝ t

for Paediatric hology
mrses

①2023年
2月

②③④⑤
年 間 を通
して

年
し

⑤
通

”
を

①
間
て

①医療機
関、オンライ
ン通信

②③④⑤
法人事務
所、関連
団体事務
所、オンライ
ン通信

務
⑤
事

”
人

①
法
所

2名 ｊ、
尼

③ノ
劇

②
ん

①
が

児

家族

④⑤小児が
ん。NPO関連
団体、大学
生、医療福
祉関係者、
支援者

①～⑤
ベ トナムを
はじめアジ
アの小児が
ん医療従事
者ならびに
患児。家族

①8名

②2名

③4名

④⑤多数

①～⑤
多数

ｎ

Ｖ



交流 0

イベン ト事業

国内外のステークホ
ルダーとの交流なら
びにネットワーク強
化 :CCI (′jヽ児がんインタ
サショナル)、 SIOP(国際小
児がん学会)、

VPHO(Vietna Pedia"ic胸 田tology

hcol耐 フェロ″ッフ
°
・フ

°
ロク
゛

フム、 Sto Jude Global
小児がん関連組織と
の連絡、協力、情報交
換ならびに国内外のオ
ンライン・バーチャル会合
(学び。情報&経験共
有の機会)への参加。

協力ならびに講演
啓発・チャリティーイ
ベント等の開催協力

①  VIVA―ASIA Blood and
Marrow Transplant
Spring School
2022:オンライン彦努力旧

② クララの贈り物～小
児がんの careと
cureの為のチャリ
ティコンサー トシリ
ーズ第 3回～ :後援・
協力

③ クララの室内楽。番
外編 :後援・協力・参
加

④ CCI■sia 2022:モ デ
レーターとしてオンライ
ン参加

⑤  lⅣHO―GICC in Tokyo
2022-Global Gold
September Campaign
「世界のすべてのが
んの子どもを救お
う'' Your Smile and

Our Drealll!～ 小児が
ん、アジア現地から
のメッセージ」:後

援。参加。発表
⑥ 武蔵野大学。社会福

祉実習指導 1・ 特別
講義「社会福祉士が

⑦

できること」:オンライン
講義
VIVA―ASIA Blood and
Marrow Transplant
Autumn Schoo12022:
オンライン1彦〕カロ

③ 第 7回―後編―クララ
の室内楽 :後援。協

⑨
力・参加
国際小児がんデー

(ICCD)世界の小児
がんの子どもたちを
救お う !～ひとりも
取 り残さない):後

年間を通
して

《l)2022年
4月 9日・
10日

(:)2022年
5月 8日

(〔:)2022年
6月 12日

(ID2022年
7月 30日

(:)2022年
9月 25日

⑥2022年
10月 18日

(〔i)2022年
10月 22
日。23日

《:)2022年
11月 6日

⑨2023年
2月 5日

法人事務
所。オンライン
ならびに
イベント
開催場所

廼|)オンライン

無̈劇鰤
③アンヒエ゙ン
テ(東京都
港区)

にDオンライン

⑤国立が
ん研究セ
ンター

(東京都
中央区)

(〔:)オンライン

⑦オンライン

③アンヒ
゛
エン

テ(東京都
港区)

⑨オンライン

1名～
3名

国内外の小
児がん患
児。家族・小
児がん経験
者、小児が
ん関係医
療・看護、教
育従事者、
大学生、支
援団体なら
びに一般市
民

多数

223



』受。オンライン:蒻 カヽロ
⑩ 小児がん恥b交流フ

ェスタ 2023(国立成
育医療研究センター
小児がんセンター・
小児がん相談支援セ
ンター主催):Web参
加・団体紹介

⑪  StoJude― VIVA For珈
2023:協力・オンライン参
加/ネパール医師参
加支援

⑫ 海外で開催された小
児がん関連の会合ヘ
のルライン参加

⑬ 国内で開催された小
児がん関連のシンポ
ジウム、レクチャー、
フォーラムヘのオンライ
ン参加

(〔I鯰023年
2月 26日

《|)2023年
3月 2日 ～
5日

⑫通年

⑬通年

⑩オンライン

⑪オンライン

⑫オンライン

⑬オンライン

調査・
研究事業

セントジュー ド小児研究
病院によるDPT(小児
がん患者の緩和医療に関
する医師の態度について
の評価)ア ンケー ト調査
準備協力

2021年
10月
より継続

法人事務
万庁・オンライン 1名

国内で小児
がん医療に
従事する医
師

多数

0

その他の事業 該当なし 0

(2)その他の事業

なし



書式第13号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和4(2022)年度 く第18期 >特 定非営利活動に係る事業 収支計算書
2022年14月 1日 から2023年 3月 31日 まで

現 金 :

普通。当座預金 :

¥53.888
¥12,418,621

FE目 |ヨ :

21

■■Rl Al■

0
0
0
0
0
0
0

『

3,368。 761
2,203.

58.681

117.

4。

五 RRl■ 1

6_146^025

〔

(1,

`1 7A■
41,

rl_764_412)~~~~~~~~14:236.921

1,47ワ

(1,7643412)
0

(1_764^4121

r1 7644191

12,472.50留

(1_764_412〕

注記 )



書式第 15号 (法第28条関係)

令和4(2022)年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 アジア・チャイルドケア・リーグ

●  ■ 小 計 ・ 曾 計

三菱WJ銀行普通預金
三井住友銀行外貨普通預金

現金預金
手元現金
郵便振替貯金
三井住友銀行普通預金
みずほ銀行普通預金

有形固定資産
無形固定資産
投資その他の資産

53,888
0

4,539,314
4,395,617
3,483,690

0

12,472・ |||

12_472.

ｎ
ｖ

ハ
ｖ

ｎ
ｖ

【A】 資 産 合 計 ①+② 12,472,500

長期借入金
退職給付引当金

未払金
短期借入金
預 り金

ｎ
Ｖ

”^
）
ｎ
Ｖ

●

ｎ
Ｖ

Ａ
Ｖ

14,236,921
(1,764,412)

12_472_

12,472,500【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】

丁

:II

耳́マ|

8                 日



書式第 17号 (法第28条関係)

令和4(2022)年度 財産目録
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 アジア・チャイル ドケア・ リーグ

0 ■ ′卜  計 合   計

、】 菫
=

》 ■

手元現金
郵便振替貯金
三井住友銀行普通預金
みずほ銀行普通預金
三菱TJ銀行普通預金
三井住友銀行外貨普通預金

現金預金
53,888

0
4,539,314
4,395,617
3,483,690

0

12,472,509
12,472,5U目

12.472.

有形固定資産
無形固定資産
投資その他の資産

ｎ
ｖ

Ａ
υ

ｎ
ｖ

ｎ
ｖ

ｕ^
）
ハ
Ｖ

Л
Ｕ

I ´

12.472,500【A】 資 産 合 計 ①+②

-1】 1日1 0 壼

未払金
短期借入金
預 り金

ｎ
ｖ

Ａ
ｕ

ｎ
ｖ

ハ
Ｖ

ハ
υ

ハ
υ

ｎ
Ｕ

長期借入金
退職給付引当金

ｎ
ｖ

ハ
υ

ｎ
Ｖ
Ａυ

ｎ
Ｕ

【B… 1】 負 債 合 計 ③+④ ｎ

Ｖ

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 12,472.509

ilF二丁
F7111 ・ ・ ・ CLλ

‐ e■, ...″ 、

]|,了 ^マ
|

1

1長

=



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和4(2022)年度年間役員名簿 〈前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

壺鐘塑L豊國壼饉込.ZttE」
===L」

LLE2ZLL上
==2_

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)

氏   名

1

⌒

雙壁ヲ
・監事

ワタナベ  カス
゛
ヨ 令和4年4月 1日

令和5年3月 31日

年  月  日

年  月  日渡邊 和代

９

“

′
~ヽ

く宣フ
・監事 イノウエ  シュウイチ 令和4年4月 1日

令和5年3月 31日

年  月  日

年  月  日井上 修一

3

/~ヽ

壁ヽヲ・監事
タケウチ マサト 令和4年4月 1日

令和5年3月 31日

年  月  日

年  月  日竹内 正人

４

‘

⌒

理事雄,ヲ

ヤマキ
゛
シ ヒテ

゛
オ 令和4年4月 1日

令和5年3月 31日

年 月

月

日

日年山岸 秀雄

ｒ
Ｄ 理事・監事 以下余白

年 月

月

日

日年

年 月

月

日

日年

′
０ 理事・監事

年

年

月

月

ロ

日

年  月  日

年  月  日

ウ
‘ 理事 。監事

年

年

月

月

日

日

年 月

月

日

日年

０
０ 理事 。監事

年

年

月

月

日

日

年  月  日

年  月  日

Ｑ

υ 理事 。監事

年

年

月

月

日

日

年  月  日

年 月 日

10 理事 。監事

年  月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 アジア・チャイル ドケア・ リーグ

氏   名

渡邊 和代

2 井上 修一

3 竹内 正人

4 山岸 秀雄

5 井上 文子

6 大芝 正子

7 小川 久男

8 小俣 智子

9 野村 聡

10 横山 真弓

11

12


